
：総合規則： 

 

 

【競技規則の解釈】 

競技開催期間中の判定及びレース規則全般の解釈は本レース規則にもとづいて、下記に定める主催団体及びその関係者で形

成されている。 

 

【主催者及び大会事務局】 

ＭＯＴＯ ＨＥＲＯＥＳ運営委員会 

〒567-0894 大阪府茨木市若園町３８－３６－１０３ 

ＴＥＬ090-8200-5880 

 

【競技会】 

公示、特別規則にもとづいておこなわれ、競技会の運営上、競技の細部の規則並びに指示は公示、特別規則及び公式通知に

よって示される。 

 

【公示、特別規則及び公式通知】 

公示、特別規則及び公式通知は競技会主催者（以下主催者）が発行する。 

 

【ライダーの資格】 

・ 主催者は大会当日、運転免許証またはＭＦＪ競技ライセンス及び健康保険証の提示を求め資格を判定します。 

・ ライダーは過去６ケ月以内に重大な刑法または道交法違反によって処罰された者であってはならない。 

・ ライダーはレース出場可能な健康体であること。 

・ ライダーは、参加申込書に記載している誓約書に同意できること。 

 

☆ライダー資格・Ａ（通常）☆ 

・ １６歳以上で運転免許証を受けている人。但し、満２０歳未満の人は親権者の承諾必要とする。（親権者署名は自

筆・親権者捺印は実印） 

・ １６歳以上で運転免許証を受けていない人で、ＭＦＪライセンスを取得している人。但し、満２０歳未満の人は親権者

の承諾を必要とする。（親権者署名は自筆・親権者捺印は実印） 

 

☆ライダー資格・Ｂ（限定）☆ 

・ １６歳未満でＭＦＪライセンスを取得している人。但し、下記に定める条件を充たしている人に限り、特例で出場が許

可される。 

・ 大会参加には、親権者の承諾（親権者署名は自筆・親権者捺印は実印）を必要とし、なおかつ親権者同伴参加ので

きる人に限る。（申込書記入欄あり） 

・ チーム、クラブ、ショップ等の代表者の推薦が必要である。 

・ 大会競技長、大会委員長の許可が必要である。 

・ 本大会規則及びＭＦＪの規則内の行動がとれる人。 

・ 大会中、他のライダーと比べ、レベルの相違が大きいと判断された場合は、速やかに大会を辞退できる人。 

・ いかなる事態においても、参加者（親権者を含む）が責任をとれる人。 



【ライダー、参加者の遵守事項】 

・ レース中は、競技規則に従って行動し、参加者は全ての行動に対して責任を持たなければならない。 

・ 特別規則及び競技管理上のあらゆる規定や競技役員の指示に従いかつレース場以外では交通法規を守らなけれ

ばならない。 

・ 競技に関する業務についているときは、飲酒あるいは薬品によって精神状態をつくろってはならない。 

 

【エントリーの受付】 

・ エントリーの受付は郵送にて送付及び参加費は銀行振り込みであること(持参は認めない） 

<振込先>  

楽天銀行(旧：イーバンク）  ジャズ支店  

普通 3971490 ミタニノブヨ  

※送金はチーム名でお願い致します 

・ 当日エントリーは認めない。 

・ 主催者が準備した用紙の記載事項の全てを記入し、この競技規則を厳守することを誓約しなければならない。 

・ 主催者は、エントラント、ライダー及びピットクルーのいずれに対しても、その理由を明らかにする事なく申込みを拒

否または無効とする権限を有する。 

・ 申込者は、申込書によりレースに使用する車両を主催者に登録しなければならない。 

 

【参加料（保険料込み）】 

1 チーム 2名まで 12000 円  

以降 1名毎に保険料として +2000 円 

 

【器具及び装備品】 

・ ライダーは、コースにいる間は必ずヘルメットを着用しなければならない。 

・ ヘルメットはＪＩＳ２種以上でフルフェイスとし、角張ったものは禁止。また、大きなダメージ、製造より２年以上経過し

たものは交換を要求することがある。 

・ ヘルメットリムーバーを必ず着用しなければならない。 

・ ライダーの服装はレース中ライダーの身体の安全を確保し、操縦技術を妨げるものであってはならない。ツナギ・グ

ローブ・ブーツは皮製品を使用すること。また、服装が丌備な場合は出場できないことがある。 

・ 脊髄パット着用のこと。（ツナギに装着されている場合は丌要） 

・ ライダーの装備は、ＭＦＪ公認のものを使用することが望ましい。 

・ 指示されたゼッケンは、着用しなければならない。また、ゼッケンプレート（金属類の材質以外）は、車体の前、後右、

後左の３ケ所に０～２５度の角度で上向きに取り付ける。（プレートの大きさは、縦・横それぞれ２０ｃｍであることが望

ましい。） 

 

【ライダー及び車両の登録】 

ライダーの変更及び出場登録した車両を変更してはならない。但し、破損またはその他の理由によって使用する車両を変更す

る必要が生じた場合は競技会主催者が、これを認めた場合に限り車両の変更が認められる。 

ライダーと車両の双方を変更することはできない。 

 

 

 



【走行中の遵守事項】 

・ コースは常に先入優先とし、追い抜きをするものは前方の車両の走行を妨害してはならず、また前方の車両は後続

の車両の進路妨害をしてはならない。 

・ 大会役員が違反または妨害行為とみなしたものについてはペナルティーが科せられ、その行為が２回以上におよぶ

場合は失格とする場合がある。 

・ コースでは、いかなる場合でも逆走してはならない。（コース役員の指示がある場合は除く） 

・ レース中、コースエリア内でエンジントラブル等にて停止した場合、ライダーは速やかにその車両をレース妨害となら

ない場所に移動し、あくまでも危険を避け、いかなる場合でもヘルメットを脱いではならない。（コース役員の指示が

ある場合は除く） 

・ レース中、ゼッケンまたはゼッケンプレートが脱落などで判読丌可能となった時、周回が記録されない場合がある。 

・ 競技長は、丌適当又は危険とみなした車両及びライダーに対して除外する権限を有する。 

・ ピットに戻る際は片手を上げる合図をし、スピードを落として入ること。 

・ ライダーは、レース中、酒気をおびたり、または医薬品等（興奮剤、麻薬等）により故意に精神状態をつくろってはな

らない。 

 

【パドックの遵守事項】 

・ パドック内での走行は全て禁止とする。また、喫煙は指定場所を除き厳禁とする。これに違反した者は、そのチーム

全員を退場とする場合がある。 

・ 幼児等は特に注意する。必ず同伴の責任者が同行すること。 

・ パドック内の事故・盗難はいかなる場合でも主催者やサーキット側に責任は無いものである。 

・ その他参加者・協賛社ブース等に迷惑のかからない行動をとるものとする。 

 

【合図旗及び合図】 

■チェッカー旗       レース終了、ゴール 

■赤旗            競技中止、安全にピットインせよ 

■青旗            より早い後続車接近中、進路ゆずれ 

■黄旗静止         危険予告 

■黄旗振動         非常に危険、減速、追い越し禁止 

■黒旗オレンジポール  メカニカルトラブル 

■黒旗            対象者はピット停止、指示を待て 

■黄ストライプ赤旗     コース上オイルあり、路面滑りやすい 

 

【レースの結果及び記録の公表】 

・ 大会委員会は、レース終了後、暫定結果の公表を行う。 

・ レース正式結果は、レース終了後２時間以内に大会委員会から公表される。 

・ 参加者、ライダーは公表されたレース結果に対して一切抗議することはできない。 

 

【レースの延期、中止に関する事項】 

天候、その他の理由による競技の中止または延期の決定は全て主催者に任される。また、大会延期の場合は、新たな日程を設

定、エントリーは全て持ち越すものとし、新たなる出場申込み及び次回への参加料の持ち越し、返還は一切行わない。 

 

 



【抗議】 

レース結果等に関する異議は、これを一切受け付けない。その他いかなる異議申立てに対しても大会審査委員会からの回答を

もって最終とする。 

 

【出場車両】 

☆クラスの区分☆ 

・ ＯＰＥＮ  2stOPEN・4stOPEN・2FS・4FS 

・ ＳＰ    2st-SP・4st-SP・FP4 

・ Ｍ     M・ST・FP・FP4-ST 

・ ＦＢ    FN・カブ/モンキー等の軽改造(その他主催者が認めた車両) 

・ 特別賞：NEXT GP RIDERS☆(ライダー全員小学生以下チームによる車両改造度別ハンデ戦） 

 

【ハンデ規定】  

 OPEN －13 周  

 ＳP   －6 周  

 M     0 周  

 FB   ＋17 周 

 

【ゼッケン】 

 

 

 

 

 

 

【タイヤについて】 

・ レーシングタイヤ・レインタイヤの使用は原則禁止。ただしレインタイヤについては安全の為の使用は可。

レインタイヤ使用の場合ハンデ－20 周（フルウェット時） 

・ 17 インチのみレーシングレイン可（ハンデは同じく－20 周） 

・ タイヤウォーマーの使用は可能ですが、サーキットにはタイヤウォーマー等に使用できる電源を設備しておりません。

各自発電機等を用意し、サーキットの電源を使用しないようにして下さい。 

 

【音量規制】 

音量規制は最大値で99db以下。音量規制について下記の通りとする。 

音量は、主催者が任意の場所で測定し、目安となる測定値を超える場合、もしくは主催者の感応評価により音量が大きいと判断

された車両は警告を受け、その場合は早急な改善を義務付ける。改善ができない場合は当該車両を主催者の権限により失格と

し、これに対する抗議や意見は一切受け付けない。 

 

◆SP12・SP50・M・ST100・SP100◆            ◆OPEN◆ 

2st・・・9,400rpm                     2st・・・9,400rpm 

4st・・・7,300rpm                     4st・・・6,600rpm 

 

OPEN 2stOPEN・4stOPEN・2FS・4FS 赤ﾍﾞｰｽ/白文字 

ＳＰ 2st-SP・4st-SP・FP4 白ﾍﾞｰｽ/黒文字 

Ｍ M・ST・FP・FP4-ST 黄ﾍﾞｰｽ/黒文字 

ＦＢ FN・ｶﾌﾞ/ﾓﾝｷｰ等の軽改造 黒ﾍﾞｰｽ/白文字 



【保険について】 

決められたコースでレース中に、誤って怪我をして入院した場合に保険適用されます。 

レース当日終了迄に、レース主催者まで病院名、容態等を必ずご連絡ください。 

連絡なき場合、保険対象外となります。 

詳しくはスポーツ安全協会ホームページにてご確認ください。 

ＵＲＬ・http://www.sportsanzen.org/ 

念のため、各自にて傷害保険・死亡保険に契約されることをお勧めします。 

 

 

 

※その他丌明な点等は必ず主催者に確認すること。問い合わせが無い場合はすべてにおいて了承済みと判断する※ 


